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1. はじめに 

近年の登山ブームによる登山者の増加により、山岳

における遭難者の人数は年々増加している。 

一方、山岳での遭難は携帯電話の電波が受信でき

ず、外部との通信手段が遮断されてしまう。また、従来

のドローン搭載光学カメラでの捜索は、樹木などで視界

が遮られ発見できない可能性がある。そのため、本研究

ではドローンに無線 LAN(Wi-Fi)のアクセスポイントを設

けて遭難者の携帯電話と通信することにより、これらの

問題を解決する方法を考察、検証した。 

2.  全体設計 

 装置一式をドローン(図１ⅲ)に搭載する。 

 小型コンピュータRaspberry Pi3(図１ⅰ)で

無線 LAN のアクセスポイントを立ち上げ遭

難者の携帯電話等端末と接続できるように

する。 

 遭難者の携帯電話等端末から接続されたと

き、GPS モジュール(図１ⅱ)で位置情報を

取得する。 

捜索者が Raspberry Pi 内の位置情報を確認し遭

難者の位置を特定する。 

 

3.  検証実験の方法 

○検証実験はドローンの飛行制限のため、代わり

に人が装置を運搬して行った。 

① 装置をドローンに搭載し(今回は人がドロー

ンの代わりにルート上を歩いて検証する)。

捜索ルートを飛行させる。 

② 遭難者役は携帯電話を起動し無線 LAN のア

クセスポイントに接続できるようにする。 

帰還したドローンの Raspberry Pi に接続し位置

情報のログ(図２)を確認することにより、遭難者役

の位置と比較する。また、記録された位置を地図上

に表示する。 

4. 結果 

遭難者役の携帯電話と無線 LAN の接続が取れ、位置

情報の緯度経度をＣＳＶファイルとして記録するこ

とができた。(図 2:左より

[時刻,緯度,経度,海抜])

また、その位置情報を管理

用 PC に取り込み、地図

(Google My Maps)に位置を

プロットすることができ

た。(図 3:赤いピンは遭難

者役の位置)遭難者役の本

来の位置と記録された座

標を比較したところ、最大

探知距離は 63m、各座標の

平均を取った推測地点は

7m だった。(図 3 黄色ピ

ン、緑色ピン) 

図３．結果地図(一部拡大)  

5. まとめ 

結果より、光学カメラを用いずとも無線 LAN による通

信を用いて、遭難者の捜索を行うシステムが構築できた。

また、本装置の無線 LAN 接続の最大距離は 63m 程度

であり、各座標の平均を取ると誤差 7m までの精度で位

置を絞り込むことができた。(図３ 緑色ピン)これらより、

十分な精度の範囲で遭難者の捜索を行うことは可能と

なる。 

今後は、複数のドローンによる分散協働システムを実

装し、より高い精度での測位を行うことも考えている。 
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図１．装置の構成 図２．ログ形式 
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